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東つよし ２３年９月議会一般質問（23.9.8） 

 

 

 

１ 水道料金値上げの計画について 
岡山市水道事業審議会は７月１４日、来年４月に水道料金を平均20.6％値上げすると

いう市の提案を了承しました。５月に示された 25.3％値上げより圧縮されたのは、企業

債、借金を増やすことにしたためです。当座の負担を将来に回した形です。 

水道料金値上げは物価高の中、市民生活への厳しい追い打ちです。日本共産党岡山

市議団は、苫田ダムを管理する広域水道企業団からの年間２１億円もの受水をやめよと

提起してきました。一日４万３７００トン、１㎥あたり 13２円の計算になります。市の独自水

源なら平均 3５円であり、大変に高い水です。もともと苫田ダムは住民の反対を押し切っ

て作られたムダなダムです。ここにメスを入れること、一般会計からの繰り入れでさしせま

った値上げは避けることを提起し、以下質問します。 

 

質問ア：住民のいのちや健康にとっての、水道事業の位置づけをお示しください。 

 

質問イ：企業債の借り入れ増は１００億円が限界としています。何年で到達する見通しで

すか。その後はまた値上げになるものですか。 

 

質問ウ：一般会計からの繰り入れで値上げを回避しませんか。６月議会では「水道料金と

して取らなかったものが市民の税負担に置き換わる，言わば付け替え」という答弁でした

が、優先順位を高くやりくりして負担増を避けることが可能であり、意義があると考えま

す。いかがですか。 

 

質問エ：水道事業の毎年の資金不額の平均は、市の一般会計の何パーセントに相当しま

すか。 

 

質問オ：低所得者への水道代減免を復活させませんか。 

 

質問カ：苫田ダムについて一期計画がすすんでいます。その後の二期計画は、水の消費

が増え続けることが前提で、６月議会では乖離があるという答弁でした。現在、二期計画

実施の条件はありますか。 

 

質問キ：水道事業審議会に市議会での議論を報告するようにしませんか。 

 

公衆浴場の水道代も上がります。１０００立方メートル以下の浴場は、一立方メートル６
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２円が６９円に値上げですが、これは銭湯も対象です。料金設定の自由なスーパー銭湯と

異なり、一般公衆浴場、いわゆる銭湯は、物価統制令で料金の上限額が決められていま

す。県ごとの設定で、岡山県は大人４５０円。経営が厳しくても簡単には上げられません。

燃油高対策には補正が昨年に続き今議会にも出されています。 

 

質問ク：一般公衆浴場燃料価格高騰対策支援金の意義をお示しください。 

 

質問ケ：一般公衆浴場は水道代値上げの対象から外しませんか。 

 

 工業用水道についても、資金不足で値上げします。全国的には東京都など、廃止や上

水道への統合を行う自治体が出ています。 

 

質問コ：工業用水道の一部あるいは全部の廃止や上水道への統合をしたらどうなるか、

試算しませんか。 

 

 

 

 

 

 

２ 経費の増えた路面電車駅前広場乗り入れについて 

路面電車の路線を１００メートル延ばし岡山駅前広場に乗り入れる事業は、また経費増

です。今度は 22 億あまり増え、88 億円余になります。 

２０１５年時点で 10 億円だったものが２０１８年、広場を後楽園風にするとして 43 億円

に増えました。さらに昨年１月、市の法令の認識不足から 86 億円に倍増すると明らかに

なり、翌月に改修計画を縮小して 66 億円になりました。そして今回、工事中に地下商店

街のお店を移転するための補償費が、市の当初の想定が甘かったことなどで８８億円で

す。 

現在、岡山駅前広場は工事中ですが、北の一般車乗降場と南のタクシープールを入れ

替える工事であり、軌道を乗り入れる本体の工事は未着手です。事業はいったん立ち止

まり、是非もふくめて市民的な議論を行うときではないか、提起して質問にうつります。 

 

質問ア：地下街の補償費は、管理会社から情報収集すれば今回の増額は起こらなかった

のではないですか。なぜしなかったのですか。 

 

質問イ：バスの出入り部分の地盤高を上げる工事が今出てくるのはなぜですか。詳細設

計が不十分だったのですか。今後このような変更はおこりえますか。 
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質問ウ：工事費の増加予測は、今年４月時点の数字です。工事費の増加は今後も続くと

考えられます。さらに額は増えるものと考えられますか。 

 

質問エ：経費が増えても費用便益費が１．０５から１．０７に向上します。これは電停の数を

２から３に増やしたことなどが理由です。電停を３つにすると決めたのはいつで、費用便益

費が１．０５だと計算したのはいつですか。 

 

質問オ：費用便益費の計算には、高齢者・障害者運賃割引による利用者の増加が含まれ

ています。この利用者増は、運賃割引の施策の評価に反映させるべきもので、駅前広場

乗り入れとは別物ではないですか。 

 

質問カ：費用便益に計上されていない、貨幣換算できない効果もあるとして、「電停の分

かりやすさ向上」が挙げられています。いつ、どうやって分かりにくさを認識したのですか。

分かりやすくするため今までどのような対策をとってきたのですか。 

 

質問キ：安全性向上も挙げています。交通の危険をいつ、何を基に認識したのですか。ど

のような対策を今までとってきましたか。 

 

質問ク：令和４年２月議会松本議員の代表質問に対し、市長は８６億円を６６億円に圧縮

したことについて「市民の理解はえられない」と答弁されました。今回それを超える額にな

りましたが、市民の理解について、どう認識されていますか。 

 

質問ケ：完成予定は１年半延びて２０26 年度末です。この間、事業の是非を含めて市民

の意見を幅広く聞くことをしませんか。いったん立ち止まりませんか。 

 

以上 

 


